
ヽヽヽ

童牙●ロシア革命100周年記念出版

革命以後のロシアが育んだ最高の知性
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P
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雷
の
B
中
ロ
中
国
書
出

二
〇
一
七
年
五
月
刊
行
開
始

ス
メ
下
哩
－
ジ
ェ
フ
選
集

メ
下
ヴ
ェ
ー
ー
宅
フ
　
革
…
一
…

解
題
・
監
修
佐
々
木
津
　
翻
訳
名
題
陽
子

全
三
巻

四
分
冊

刊
行
に
よ
せ
て

数
百
万
の
無
事
の
ソ
ヴ
イ
エ
ト
人
民
を
抹
殺
し
、
密
告
・
拷
問
・

死
刑
の
残
虐
行
為
を
極
め
た
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
時
代
の
三
十

年
。
し
か
し
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
も
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
的
専
横
と
圧
制

は
つ
づ
い
た
。
哲
学
・
自
然
科
学
・
芸
術
・
文
学
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
公
開
性
と
批
判
の
自
由
は
奮
わ
れ
、
官
僚
化
し
た
党
と
国
家

機
構
に
よ
る
決
定
に
服
従
さ
せ
ら
れ
た
旧
ソ
連
人
民
　
－
　
こ
れ
を

「
共
産
主
義
と
評
価
す
る
こ
と
は
け
っ
し
て
で
き
な
い
」
、
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
は
「
社
会
主
義
の
真
髄
そ
の
も
の
か
ら
の
本
質
的
な
離
反

で
あ
る
」
と
い
う
信
念
の
下
に
、
生
化
学
者
ジ
ョ
レ
ス
と
歴
史
家
ロ

イ
の
双
子
兄
弟
は
自
ら
の
研
究
・
批
判
論
文
を
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

原
稿
の
ま
ま
で
「
地
下
出
版
L
 
L
、
ソ
連
国
内
で
回
覧
す
る
。
そ

れ
を
読
ん
で
賛
同
し
協
力
し
た
人
た
ち
は
反
体
制
「
異
論
派
」
知

識
人
と
呼
ば
れ
た
。

出
版
の
自
由
は
な
く
、
検
閲
の
あ
る
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
圧
制
下

で
、
一
方
の
ジ
ョ
レ
ス
は
『
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
を
、
他
方
の
ロ

イ
は
『
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
』
を
海
外
で
出
版
し
た
。
そ
れ
を

理
由
に
兄
弟
は
国
籍
剥
奪
や
自
宅
軟
禁
処
分
の
弾
圧
を
受
け
、
ソ

連
国
内
で
は
著
書
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ジ
ョ
レ
ス
と
ロ
イ
の
双
子
兄
弟
の
初
め
て
の
ロ
シ
ア
語
版
選
集
が

祖
国
ロ
シ
ア
で
発
刊
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
〇
五
年
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
を
元
に
、
ロ
シ
ア
革
命
百
年
に
あ
た
っ
て
日
本
語

版
選
集
を
こ
こ
に
刊
行
す
る
。

ジ
ョ
レ
ス
と
ロ
イ
は
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
姿
勢
を
変
え
る
こ
と

な
く
、
二
十
一
世
紀
の
今
も
九
十
一
歳
に
し
て
執
筆
活
動
を
続
け
て

い
る
。
ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
歴
史
研
究
に
と
っ
て
必
読
の
書
で
あ
る
。

現
代
思
潮
新
社



二二二二。二二二二二」

歴
史
の
審
判
に
向
け
て
上
・
下

－
　
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
つ
い
て

ロ
イ
・
メ
ド
ゥ
エ
ー
ジ
エ
フ
善
　
上
巻
五
四
二
頁
・
下
巻
四
六
〇
頁

A
5
判
上
製
　
予
価
（
本
体
　
上
・
五
六
〇
〇
円
、
下
・
五
〇
〇
〇
円
＋
税
）

本
書
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
が
ん
す
る
最
高
の
、
そ
し
て
唯
一
の
原
典
」
と
評
し
た

石
堂
清
倫
氏
が
翻
訳
し
た
『
共
産
主
義
と
は
何
か
』
（
三
一
董
房
、
一
九
七
三
年
）
の
増
補
改

訂
版
で
あ
る
。

ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
文
学
が
『
収
容
所
群
島
』
で
描
い
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
連
を
、

歴
史
学
お
よ
び
哲
学
の
立
場
か
ら
描
い
た
戦
慄
と
驚
愕
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
織
り
を
す
壮

大
な
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
研
究
。

同
胞
や
多
く
の
友
人
た
ち
と
の
交
流
に
よ
り
、
彼
ら
の
所
蔵
す
る
資
料
や
秘
匿
さ
れ
討

印
さ
れ
て
い
た
諸
文
書
・
手
稿
な
ど
に
触
れ
、
ま
た
未
公
開
の
「
回
想
」
や
収
容
所
を
生

き
延
び
た
元
囚
人
の
回
顧
や
証
言
に
よ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
徹
底
し
た
未
曾
有
の
密

告
・
恐
怖
政
治
の
起
源
と
現
実
の
過
程
を
暴
い
た
生
々
し
い
記
録
。

著
者
が
「
真
実
を
語
る
こ
と
を
恐
れ
る
気
持
ち
に
打
ち
克
つ
こ
と
」
を
自
ら
に
課
し
、

言
で
ィ
レ
ス
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ

ロ
イ
・
メ
ド
‥
ワ
ェ
ー
‥
宅
フ
遊
集
1

㌧
モ
レ
ス
・
メ
下
品
ソ
ェ
ー
ジ
ェ
フ

P
J
i
・
メ
ド
i
小
ワ
ェ
ー
ベ
ン
一
フ
選
果
－

崖
史
の
重
罪
に
向
け
て
t

S
D
メ
1
‘
ノ
ト
す
く
－
　
イ
I
・

」

過
酷
な
弾
圧
に
曝
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を

貫
い
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
の
念
が
湧
く
。

タ
イ
プ
稿
の
初
版
か
ら
二
十
年
を
経
て
、

そ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
シ
ア
研
究
者
R
・

ク
ッ
カ
ー
や
S
・
コ
ー
エ
ン
ら
と
学
問
的

な
交
流
を
深
め
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
編
『
反
対

派
ブ
レ
テ
ィ
ン
』
な
ど
を
精
読
し
て
、
大

幅
な
加
筆
と
削
除
、
さ
ら
に
書
き
下
ろ
し

を
加
え
た
よ
り
深
化
さ
れ
た
論
考
と
な
っ

て
い
る
。

第
一
巻
上
　
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
－
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
つ
い
て
　
上

著
者
よ
り

第
一
章

第
二
章

節
三
軍

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

上
巻
注

全
連
邦
共
産
党
（
ポ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
）
　
党
首
と
し
て
の
ス
タ
ー
リ
ン

ス
タ
ー
リ
ン
の
反
対
派
と
の
闘
い

農
業
集
団
化
と
工
業
化
実
施
上
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
誤
謬
と
犯
罪

一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
国
内
・
国
外
情
動
の
緊
迫
化
　
ス
タ
ー
リ
ン
の
新
た
な
犯
罪

S
・
M
・
キ
ー
ロ
フ
の
暗
殺
。
旧
反
対
派
指
導
者
た
ち
に
対
す
る
裁
判

党
と
国
家
の
主
要
カ
ー
ド
ル
に
対
す
る
打
撃
（
一
九
三
七
－
一
九
三
八
年
）

一
九
三
九
～
一
九
四
一
年
の
復
権
と
弾
圧
に
つ
い
て

審
理
と
禁
固
に
用
い
た
不
法
な
方
法

第
一
巻
下
　
歴
史
の
審
判
に
向
け
て
－
ス
タ
ー
リ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
に
つ
い
て
　
下

第
九
章
一
九
三
七
～
一
九
三
八
年
の
テ
ロ
組
織
に
対
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
個
人
的
責
任
に

つ
い
て

第
十
章
　
一

第
十
一
車

第
十
二
章

第
十
三
葦

第
十
四
章

第
十
五
章

結
論

下
巻
注

解
題
人
名
索
引

九
三
七
－
一
九
三
八
年
の
大
量
弾
圧
の
い
く
つ
か
の
理
由
に
つ
い
て

ス
タ
ー
リ
ン
の
権
力
纂
醇
を
容
易
に
し
た
諸
条
件
に
つ
い
て

ス
タ
ー
リ
ン
の
外
交
的
軍
事
的
誤
謬
　
戦
時
期
の
ス
タ
ー
リ
ン

戦
後
期
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
犯
罪
と
誤
謬

ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
が
ソ
連
の
科
学
と
文
化
に
及
ぼ
し
た
結
果

社
会
主
義
と
え
せ
社
会
主
義

第
二
巻
　
ウ
ラ
ル
の
核
惨
奉

新
し
い
日
本
語
版
『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
　
へ
の
序
文

第
一
輩
　
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
の
始
ま
り

第
二
章
　
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
は
続
く

第
三
章
　
専
門
家
で
な
い
人
の
た
め
の
用
語
解
説

第
四
章
　
ウ
ラ
ル
の
惨
事

第
五
章
　
湖
、
水
生
植
物
、
魚
の
放
射
能
汚
染

第
六
章
　
ウ
ラ
ル
の
汚
染
地
帯
に
お
け
る
哺
乳
類

第
七
草
　
ウ
ラ
ル
の
チ
ェ
リ
ヤ
ビ
ン
ス
ク
州
は
放
射
能
汚
染
地
帯
で
あ
る

一
九
五
七
年
の
秋
－
冬
は
ウ
ラ
ル
の
大
惨
事
の
時
期
で
あ
る

第
八
草
　
放
射
性
生
物
詳
集
に
お
け
る
鳥
類
と
様
々
な
国
へ
の
放
射
能
の
拡
散

第
九
華
　
ウ
ラ
ル
の
放
射
能
汚
染
ゾ
ー
ン
の
土
壌
動
物



」　　一一一十」

ウ
ラ
ル
の
核
惨
事ジ

ョ
レ
ス
・
メ
ド
ヴ
エ
ー
ジ
エ
フ
著
　
二
六
二
頁

A
5
判
上
製
　
定
価
（
本
体
三
六
〇
〇
円
＋
税
）

一
九
五
七
年
秋
、
ウ
ラ
ル
南
部
の
チ
エ
リ
ヤ
ビ
ン
ス
ク
州
に
、
極
秘
に
建
設
さ
れ
た
原

子
力
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
起
き
た
核
事
故
は
核
廃
棄
物
貯
蔵
所
が
爆
発
し
た
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
旧
ソ
連
は
徹
底
的
に
隠
し
続
け
た
。
国
籍
を
剥
奪
さ
れ
て
ロ
ン
ド
ン
在
住
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
ジ
ョ
レ
ス
は
、
ソ
連
国
内
で
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
英
国
の
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
検
閲
後
の
ソ
連
の
公
開
資
料
を
基
礎
に
し
て
、
事
故
を
推
論
し
確

定
す
る
。
そ
し
て
こ
の
事
故
を
「
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
」
と
命
名
し
、
一
九
七
六
年
に
科
学

雑
誌
に
発
表
し
て
世
界
中
に
反
響
を
呼
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
「
放
射
性
廃
棄
物
が
爆
発
す
る

こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
」
と
、
ソ
連
を
は
じ
め
英
・
米
・
仏
は
反
論
し
、
否
定
し
続
け
た
。

だ
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
が
起
き
た
三
年
後
の
一
九
八
九
年
に
、
よ
う
や
く
ソ
連

は
「
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
」
を
公
式
に
国
際
原
子
力
機
関
I
A
E
A
に
通
告
し
た
の
で
あ
る
。

梅
林
宏
適
訳
『
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
』
（
技
術
と
人
間
、
一
九
八
二
年
）
は
英
語
版
か
ら
の

重
訳
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
本
書
は
ロ
シ
ア
語
版
か
ら
の
初
翻
訳
で
あ
る
。

ま
た
新
た
に
「
日
本
語
版
序
文
」
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
ウ
ラ

言
「
レ
ス
・
メ
ド
ゥ
t
I
ジ
千
丁

ロ
イ
・
メ
h
i
高
ノ
“
－
∵
イ
ブ
や
り
）
－

ウ
ラ
ル
の
肱
能
事

S
／

し

′

、

－

　

，

　

－

　

／

l

ル
の
核
惨
事
を
振
り
返
っ
た
「
悲
劇
の
前

と
後
」
、
「
「
ヨ
ウ
素
」
の
惨
事
」
、
「
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
に
お
け
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
要
因
」
、
そ
し
て
3
・
Ⅱ
福
島
原

発
事
故
に
寄
せ
た
論
文
「
タ
イ
シ
ュ
ト
ゥ

イ
ム
ー
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
ー
ブ
タ
ン
マ

次
は
ど
こ
か
？
」
を
あ
わ
せ
て
収
載
す
る

増
補
新
版
で
あ
る
。

第
十
華
　
ウ
ラ
ル
の
放
射
能
汚
染
地
帯
の
樹
木

第
十
一
章
　
ウ
ラ
ル
の
放
射
性
生
物
群
集
地
帯
に
お
け
る
野
生
植
物
お
よ
び
植
物
放
射
線
遺

伝
学
の
研
究

第
十
二
章
　
ウ
ラ
ル
の
放
射
性
生
物
群
集
に
お
け
る
集
団
遺
伝
学
の
研
究

第
十
三
串
　
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
中
央
情
報
局
（
C
I
A
）
　
の
文
書
の
分
析

第
十
四
章
　
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
の
原
因
。
一
九
五
七
－
一
九
五
八
年
の
出
来
事
を
復
元
す
る
試
み

諸
文
書

文
献
悲
劇
の
前
と
後

「
ヨ
ウ
素
」
　
の
惨
事

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
に
お
け
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
要
因

附
録
　
タ
イ
シ
ユ
ト
ウ
イ
ム
ー
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
ー
フ
ク
シ
マ
　
次
は
ど
こ
か
？

解
題
人
名
索
引

第
三
巻
　
生
物
学
と
個
人
崇
拝
－
ル
イ
セ
ン
つ
の
興
亡

新
し
い
日
本
語
版
へ
の
序
文

第
一
部
　
論
争
の
第
一
段
階
（
一
九
二
九
－
一
九
四
一
年
）

第
一
章
　
ソ
連
に
お
け
る
生
物
学
・
農
学
論
争
の
発
生
の
い
く
つ
か
の
歴
史
的
前
提

第
二
章
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
三
六
年
の
遺
伝
学
お
よ
び
品
種
改
良
学
に
お
け
る
全
国
論

争
の
始
ま
り
　
－
　
二
つ
の
相
反
す
る
品
種
改
良
・
遺
伝
学
概
念
の
特
徴

第
三
章
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
〇
年
の
遺
伝
学
論
争
の
第
一
段
階
の
完
成

第
四
章
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
〇
年
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
遺
伝
医
学
の
運
命

第
五
章
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
三
八
年
の
農
学
論
争
事
件
と
遺
伝
学
論
争
と
の
関
係

筋
二
部
　
論
争
の
新
し
い
局
面
（
一
九
四
六
年
－
一
九
六
二
年
）

第
一
章
　
戦
後
の
遺
伝
学
論
争
の
激
化
　
－
一
九
四
八
年
八
月
の
B
A
C
X
H
K
H
定
例
会

議
の
原
因
と
結
果

第
二
章
一
九
四
八
年
の
ウ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
主
義
の
復
活
と
牧
草
輪
作
方
式
の
国
内
全
土
へ
の
拡
大

第
三
章
　
遺
伝
学
の
二
つ
の
学
派
　
－
　
理
論
面

第
四
章
　
実
践
－
真
理
の
基
準

第
三
部
　
論
争
の
最
終
段
階
（
一
九
六
二
年
－
一
九
六
六
年
）

第
一
章
一
九
六
二
年
七
月
か
ら
一
九
六
四
年
十
月
ま
で
の
生
物
学
論
争
の
主
な
出
来
事

第
二
章
　
ル
イ
セ
ン
コ
主
義
の
終
了
　
－
一
九
六
四
年
十
月
か
ら
一
九
六
六
年
十
二
月

終
わ
り
に
　
ー
　
論
争
の
い
く
つ
か
の
結
論
と
教
訓

後
書
き

注解
題
人
名
索
引
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予約申込書

生
物
学
と
個
人
崇
拝

－
　
ル
イ
セ
ン
コ
の
興
亡

ジ
ョ
レ
ス
・
メ
ド
ヴ
エ
ー
ジ
エ
フ
著
　
三
八
四
頁

A
5
判
上
製
　
予
価
（
本
体
四
二
〇
〇
円
＋
税
）

農
業
集
団
化
の
失
敗
か
ら
大
飢
饉
を
招
い
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
乾
燥
や
寒
さ
に
強
い
高

収
量
の
農
業
を
掲
げ
て
メ
ン
デ
ル
遺
伝
学
を
拒
絶
す
る
荒
唐
無
稽
を
「
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
」

を
強
固
に
支
持
し
た
。
学
生
時
代
に
ル
イ
セ
ン
コ
の
横
暴
を
身
を
以
て
体
験
さ
せ
ら
れ
た

ジ
ョ
レ
ス
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
科
学
の
政
治
的
支
配
と
ス
タ
ー
リ
ン
、
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
に
寵
愛
さ
れ
た
ル
イ
セ
ン
コ
の
学
説
に
抵
抗
す
る
。
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
に
従
う
こ
と
は

生
物
学
と
農
業
の
発
展
に
後
れ
を
取
る
こ
と
で
し
か
な
い
、
と
。

ジ
ョ
レ
ス
は
、
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
の
批
判
を
遺
伝
学
・
農
業
生
物
学
の
論
争
史
と
し
て

ま
と
め
「
生
物
学
と
個
人
崇
拝
」
と
超
し
て
地
下
出
版
す
る
。
の
ち
に
、
タ
イ
ト
ル
を
『
ル

イ
セ
ン
コ
の
興
亡
』
と
変
更
さ
れ
た
英
語
版
が
一
九
六
九
年
に
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
。

ブ
レ
ジ
ネ
フ
、
ス
ー
ス
ロ
フ
は
こ
れ
に
激
怒
し
、
翌
年
そ
の
こ
と
を
理
由
に
ジ
ョ
レ
ス
は

精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

金
光
不
二
夫
訳
『
ル
イ
セ
ン
コ
学
説
の
興
亡
』
（
河
出
董
尻
新
社
、
一
九
七
一
年
刊
）
は
ロ
シ

ア
語
版
の
三
割
が
省
略
さ
れ
た
こ
の
英
語
版
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
が
、
本
書
は
省
略
の
な

い
ロ
シ
ア
語
版
か
ら
の
は
じ
め
て
の
完
訳

で
あ
る
。
「
ス
タ
ー
リ
ン
式
自
然
大
改
造

ノ
．
レ
ズ
メ
ド
ゥ
エ
ー
　
ノ
〝
ア

ロ
イ
i
メ
ト
・
㍉
ワ
．
1
㌧
で
フ
泣
言
鳥
－

生
的
竿
と
偶
人
窯
場
∵
∴
T
h

S
ノ

レ

ー

ー

’

L

L

I

ノ

　

I

　

／

　

l

　

　

ゝ

計
画
」
に
お
け
る
牧
草
式
輪
作
農
法
の
全

面
導
入
の
問
題
（
本
書
第
二
部
第
二
章
）
な
ど
、

本
邦
初
翻
訳
と
な
る
。
ま
た
、
書
名
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
『
生
物
学
と
個
人
崇
拝
』
に

も
ど
し
た
。


